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 緒 言 硫化金バノレサムは比較的低温度で金を析出し美麗なる金膜を作るけれ共

此者は摩擦に因り直ちに剥溌する。然るに此を更に加熱する間に或る條件の下では立

  ミ        派に實用に堪へる金膜を生じ他の條件

                     では全く無償値なものに攣化する。故
ヘ

ミミ       に著構 は鑛 灘 の加熱に因る聴
ボ  ④♂卿 ・顯 攣化を研究し此等の關係糊 にせんε

』  ・    試みナ・・

魯 底  ち 金鵬 の繊 化鑛醗 し

噂    ・  て最も普通な繍 縮 であ・・鑛 歪育

                     を或る温度に加熱すれば,きに牧縮する

§励 噸 ・④ ② 第一圖は金箔㈱ 駅 の割合に澱
  1                を ヒげて加熱した揚合に其厚さに依つ

    200  ヂ0σ  600    て牧縮の始まる温度の異なる事を示し

        温 度(℃)
                     ナこものである。

       第『圖     備 の状態は此の様に厚さに因つて

憂 る外atmosphereの 爲 に著 しい影 響 を 受 け 眞 室 中で は600。 まで憂 化な く炭 酸 瓦斯 中

で も銀 箔 は 縮 み を認 め られ ぬ け れ 共1/10000容 の 酸 素 を 混 入す る事 に依 り著 し く牧 縮

す る。 又 金 箔 は500。 で 窒 素 中に45%の 酸 素 を 加 へ る時 牧 縮 速 度 がMaximumに な る。

 室 氣 中 、 及 び 炭 酸 瓦 斯 中 で は 温 度 が上 る程 牧 縮 速 度 が 大 ε な る。 然 し 窒 素 中で は

銀 箔 は400-450。,金 箔 で は500-550。 で 速 度 がMax至mumに な り銀 箔 は600。 に なれ

ば再 び 牧 縮 を 中 止 す るQ1'第2圖 は炭 酸 瓦新 室 氣 及び 窒 素 中 に於 け る金 箔 のJIsC縮速 度

 1)Maximumが 起 る原因 トま箔 に吸着せ る最 後の瓦斯 が比較 的低温度では 除去 し難)・事 に

   よる事 を確めたo
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ε温度ごの關係を示すもので窒素の揚合にはMaximumが 明に認め られ る。

 著者等は(1)こ の牧縮の始まる温   ".

購 膿 懸 葦§一… 斯≠ ③
牧縮し煽 合でも厳 した襯 畷 跳 ⑨ 望耕 1

姦繍 撫 諜 撃荘;多斎1凹
於て臨㈱ 踊 張力囎 を受    ⊥蚕 」
け表面積を小にせんミするViscous                                  の

Motionに 因る者であるε考へる。    300  400  $oo  600

es、,m。、phereに 依つて離 帳1、    温 度(ec・.〉

                          第 二 圓する事は注意す可き事頃である
。

 金鏡 の朕態 攣化 溶液か ら析出しナこ金翻 難 防 金鏡 も加熱に因つて 同機の状態

攣化を起す。唯此場合異る事は膜の一面が硝子に附着 してゐる爲硝子上に均 一に分布

された多敷の粒子 に攣 るのみである。

 水金 々膜 の朕態 婁 化 硫化金バルサムの分解により析出した金膜 も金箔、金鏡

ざ同檬の攣化をする。 即 ち250-300。 で析出した美麗な薄膜は温度ξ時間ごに從ひ多

藪の粒子に愛るのであつて此攣化が或 る程度以内であれば未だ光澤を認め得 るけれ共

攣 化が大 εなれば表面の攣形に件ひ鼠反射が張 くなつて漸次光澤を失ひ終に實用的債

値を失ふに至 る第3圖 は種々の厚 さの金膜を塞氣中で一時間加熱 した時生ずる閥隙の

量2)を 表はしたもので線A-A'線 に組當する以一ヒの憂化をした ものは肉眼で 已に光澤

の減小を認める事が出來る。又圖より攣化は高温度ミなる程著 しい事が分る。

 一般に此種の金膜は金鏡に比 して蔓化の度が小であつて其一例は第3圖 に明瞭に示

されてある。 これは析出状態の相違に依 り膜が硝子面に彊 く附着し微結晶群の蓮動が

妨げ らるる爲であ らう。

 次に第4圖 は間隙の量 ε厚 さεの關係を示す曲線で此様に厚 さの減少に俘ひRが

 2)問 隙の絡面積と全面積との比をRで 表はす。
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           一    急に増加 タる事は金液中に必 らず一定量以上の

    の♂鳶 !' 4SIXIO inm   金を含有 してゐなければな らぬ事を指示するも

  ◎ ②・夕詔2・!2〃 〃         .

ゴ靴 緩 灘 撒 論 憂一 も
強   ≠ 趨らぬ・此は搬 に鎌 判・鮪 せらる翻

羅9汁 粥ノ 驚 糠:黙 繍1熱1
   禽 一一 一 ■一 一一@A'一  一Lに張 り附 けた場合、或は硝 子に酸化鉛蒼を焼

            ③   き附け其上に純金液を塗つτ加熱した揚合にも
   プノ

  夢0ρ  蜘   600   附昔力の憎加に依て微結晶群の蓮動が或程度ま

     巌 度(℃, で妨げらるる慣 醐 に認めらるるに拘らず此

     第 三 圏       方法で全然憂化を防ぐ事は出來ぬ。此差の生ず

る原因の一つ ξして著渚等は蒼鉛化合物を金液中に混合した揚合は金膜が酸化蒼鉛の

薄膜耐雛 れて外部の瓦斯εのま鰯 を絶  π唱砂%一 α9甥8噌 ./・sd

たれ る爲固有の漿 化が防止さるるであら

う,云ふ繍 一、捌 隔,思 ふて §
                   ゆ

ゐる。           ミ

 附着力の問題 如何に美麗な金膜で  C,il 9

も騰 に因つて剥搬 蘇 で膿 ・ll膿  ㌣

値はない。其庭で著者等は先づ市販の水

抗性 を比較 した。其結果を第5圖 に示す。        ノ夢 ナ(ta za X ld 4)

①は市販品を種々の温度に一時間加熱 し         第 四 圖

ナこ場合で数字は5092の 重 さをかけ周園速度76,8Meter/sec O)下 に木綿で摩擦 し軍位

面積が除去 さるるに要 ポる時間を分で表はした もので数字の大きな程附着力大なる事

を示す。

 圖 より明に分 る通 り附着力は500-600。 で急に増加 して居 る。著者等は此原因を次
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の二つに蹄 して居る。鄙ち其一は濫度の上昇に依 る硝子ε金膜 ミの附着で第 二は酸化

蒼鉛 に依 る附着である。然 し第一の原因は實用上鯨 り重要でないρ何 ミなれば曲線④

                   に示 ケ様 に硝子に金膜のみを焼 き付けた者

              ②    は硝子の軟化温度以上で始めて附着力大ε

聖    ② な・峨 し先づ酸化蒼鋤 膜磯 き付ナ・上

ミ     , に金灘 獅 し賭 は②の標に大なる附着
・§               l

S     l 力赫 轍 である・自ロち酸化醐 の膜は其
               ロ

趣    '融 貼6捌 下で一方金膜を固着しイ繍
               1   子に強く附着するのであらう。

            ,      軟化温度以上で金膜が硝子に附着する事

   .`胃=r=_ニ ー;・-d◎        _

  400 SOO 600 は醐 ③'に爪しナこ励 で特に軟加 硝子      
三匿 慶(ec)     に封ケる者は低温度で已に附着力が多少大

       第 κ 岡       Σなつて唐る。何れ も約600。 で焼 き付 け

た者は普通の方法では容易に剥脱 ケる事が出來ぬ。

 硝子の軟化の程度は粘度を測定して決定 ケ可きものであるが熱膨張測定の結果 より

も略推察 タる事が出來 る。Rieke及 びKunstmanni)の 報告によるミ磁器紬藥 の軟化貼

は750。 以上で普通硝Fよ り約100。 以止高い。可なり厚 い金膜 でも高淵度 では強 く

牧縮 ケる者であるか ら紬藥上に焼付けた純金膜は何れも攣 化し光澤を失ふけれ共普通

の硝子に或厚 さ以上に附着した金膜は全 く光澤を失はない前に或程度附着 し得 る筈で

ある。而 もこの事實は巳に諸家の實験により謹明せ られてゐる。

 結 言 以上著者等は金薄膜の状態攣化及び附着力に關す る概要を明にするを得

た。然 し實際問題 εしては更に進んで斯かる憂化を起 さず張 く附着する金膜を得 らる

る様な金液は 如何なる條件を具備 夕るを 要 ケるかご云ふ 問題を 解決 しなければな ら

ぬ。著者等は目下 この 目的に向つて研究を進めて居 るので結果を遠か らず蛮表 し得 る

事ε思ふ。終 りに此研究 に終始御援助を辱ふした近重教授及び喜多教授 に謹んで感謝

の意を表 ケる。(喜 多研究室)

 1)R.Rieke u. E. Kunstmann, Ber. d. deut. Ker. Ges. b],1.10,工89,(1929).
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